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以
前
、
本
学
会
総
会
で
「
薬
籔
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
今
回

は
「
お
み
く
じ
」
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

「
お
み
く
じ
」
は
「
お
ふ
だ
」
「
お
守
り
」
と
、
三
点
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
ど
こ
の
神
社
仏
閣
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
お
み
く

く
じ

じ
」
は
「
籔
」
「
鬮
」
「
孔
子
」
あ
る
い
は
「
神
裁
」
と
も
い
い
、

台
湾
・
香
港
な
ど
で
は
「
霊
識
」
と
称
し
て
い
る
。

「
銭
」
と
は
未
来
を
予
言
す
る
識
を
細
長
い
竹
札
あ
る
い
は
紙
に

記
し
た
も
の
を
い
う
。
こ
の
歴
史
は
古
く
、
中
国
で
は
す
で
に
『
荊

楚
歳
時
記
』
に
そ
の
前
進
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
み
ら
れ
、
唐
代

に
は
そ
の
形
も
と
と
の
っ
て
来
た
が
、
実
物
が
残
っ
て
い
る
の
は

南
宋
頃
の
も
の
と
い
う
。

薮
は
そ
の
ひ
き
方
で
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

玉
籔
…
…
神
意
が
書
か
れ
て
い
る
小
石
や
紙
な
ど
を
散
ら
し
て

過
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
第
二
○
回
）
識

士
ロ
ー
兀

昭

号ム
1口

お
い
て
そ
の
一
つ
を
撰
ん
で
と
る
。
現
在
で
は
京
都
赤
山
稗
院
、

上
野
五
條
天
神
で
は
木
製
の
小
さ
い
人
形
の
底
に
穴
を
あ
け
、
識

を
は
さ
み
、
並
べ
て
お
い
て
そ
の
一
つ
を
撰
ん
で
と
っ
て
い
る
。

引
籔
…
・
・
・
わ
ら
し
く
、
紙
よ
り
を
つ
く
り
関
係
者
が
同
時
に
ひ

く
も
の
。

突
き
銭
・
…
・
・
江
戸
時
代
、
神
社
で
行
わ
れ
た
富
札
が
そ
の
代
表
。

振
籔
…
．
：
竹
簡
に
番
号
を
記
し
た
竹
串
状
の
識
を
入
れ
、
振
っ

て
出
て
来
た
番
号
に
相
当
し
た
識
が
神
意
が
降
っ
た
も
の
と
す
ポ
エ

る
。
広
く
行
わ
れ
て
い
る
抽
裁
方
法
で
あ
る
。
台
湾
な
ど
で
は
「
筈
」

を
郷
っ
て
さ
ら
に
神
意
を
確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
際
自
分
の
氏

名
、
年
令
、
住
所
、
願
い
事
を
神
前
に
告
げ
る
。

識
は
中
国
由
来
の
も
の
で
、
道
教
で
も
殊
に
符
録
派
で
は
重
視

し
て
い
た
。
「
正
統
道
蔵
』
中
に
は
、
『
四
聖
真
君
霊
籔
」
の
他
に

九
種
あ
る
が
、
内
容
的
に
同
一
の
も
の
は
な
く
、
四
十
九
首
か
ら

三
六
五
首
ま
で
の
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
う
ち
の
二
種
に
は

吉
凶
判
断
が
な
く
、
他
は
「
上
上
、
中
平
、
下
下
」
と
い
う
簡
単

な
も
の
か
ら
十
五
の
吉
凶
判
断
の
段
階
ま
で
の
も
の
が
あ
る
。

が
ん
さ
ん

日
本
の
薮
は
「
元
三
大
師
籔
」
系
統
が
代
表
的
で
、
数
も
多
い
。

元
三
大
師
と
は
天
台
宗
第
十
八
代
座
主
の
慈
恵
大
師
（
良
源
九
一
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義
は
最
近
の
も
の
で
は
、
誰
で
も
分
る
平
易
な
言
葉
で
書
か
れ

て
い
る
も
の
も
数
多
く
出
て
来
て
い
る
。
中
に
は
、
縁
起
物
の
、

お
か
め
・
熊
手
と
小
判
・
ゑ
び
す
大
黒
・
招
き
猫
．
無
事
か
え
る
・

銭
亀
・
だ
る
ま
な
ど
を
入
れ
付
加
価
値
を
た
か
め
て
い
る
の
も
あ

古
い
形
を
伝
え
て
い
る
。

つ

つ
○

二
’
九
八
五
）
の
こ
と
で
、
正
月
三
日
に
亡
く
な
っ
た
の
で
こ
う
い

わ
れ
る
。

演
者
が
所
持
し
て
い
る
古
い
も
の
は
八
種
あ
る
が
、
最
も
古
い

も
の
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
、
元
和
二
年
（
一
六
六
三
版
の
天

和
五
年
改
正
（
一
七
八
五
）
版
が
あ
る
。
こ
の
銭
に
は
大
吉
十
六
、

吉
三
五
、
半
吉
十
二
、
小
吉
一
、
末
吉
六
、
凶
三
○
で
、
そ
の
吉

凶
比
は
七
対
三
と
な
っ
て
い
る
。
台
湾
台
北
烏
来
の
妙
心
寺
に
は

全
く
同
一
の
も
の
が
あ
る
。

台
湾
、
香
港
な
ど
で
収
集
し
た
霊
籔
類
は
九
種
で
、
関
聖
帝
君
．

観
音
仏
祖
・
天
后
・
黄
大
仙
・
呂
帝
な
ど
の
冠
名
が
あ
り
、
百
首

に
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
同
一
な
も
の
は
な
い
。
吉
凶
判
断

は
こ
の
う
ち
三
種
に
は
な
く
、
他
は
「
上
・
中
・
下
」
の
三
種
か

ら
八
種
の
吉
凶
階
級
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
天
后
霊
籔
」
は

護
は
多
く
の
神
社
仏
閣
、
つ
ま
り
神
道
と
仏
教
を
問
わ
ず
お
い

て
あ
り
、
識
は
自
分
の
運
勢
・
運
命
の
他
に
、
病
気
の
病
勢
・
予

後
・
手
段
等
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
民
間
信
仰
と
民
間
療
法
と

が
重
な
っ
て
い
る
も
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
科
学
万
能
と
思
わ
れ
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
も
な
お
人
々

は
自
分
の
運
命
を
神
仏
の
手
に
ゆ
だ
ね
て
吉
凶
を
占
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学
教
室
）


